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平
成
二
十
二
年
度
大
学
院
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
論
文
題
目
今
和
泉
意
図
弥
慣
用
句
出
現
形
の
制
約
に
関
す
る
研
究
増
澤
菜
摘
動
詞
連
用
形
名
詞
の
分
類
に
関
す
る
研
究
小
池
由
華
泉
鏡
花
作
品
論
―
―
赤
を
中
心
に
―
―
平
成
二
十
二
年
度
文
学
部
国
文
学
科
卒
業
論
文
題
目
池
田
三
枝
子
ゼ
ミ
青
山
美
理
万
葉
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
―
―
家
持
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
寄
せ
る
思
い
と
は
―
―
池
谷
怜
奈
ア
マ
テ
ラ
ス
神
話
研
究
石
川
真
菜
万
葉
の
富
士
山
の
魅
力
―
―
山
部
赤
人
「
不
尽
山
歌
」
を
中
心
に
―
―
伊
東
李
花
日
本
文
学
に
お
け
る
鬼
―
―
『
風
土
記
』
を
中
心
に
―
―
大
野
有
紀
『
但
馬
皇
女
研
究
』
―
―
悲
劇
の
歌
物
語
―
―
菅
野
千
春
「
安
積
山
の
歌
」
研
究
久
保
田
真
由
美
有
間
皇
子
研
究
熊
田
優
佳
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
研
究
小
谷
由
紀
隠
さ
れ
た
ツ
ク
ヨ
ミ
神
話
後
藤
文
香
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
神
話
考
島
崎
ひ
と
み
天
人
女
房
譚
―
―
万
葉
集
七
夕
歌
に
見
え
る
姿
―
―
菅
原
美
穂
万
葉
の
秋
―
―
「
春
秋
競
憐
歌
」
を
中
心
に
―
―
西
向
理
英
末
子
成
功
譚
―
―
海
幸
山
幸
神
話
を
中
心
と
し
て
―
―
長
谷
川
夏
樹
大
津
皇
子
研
究
―
―
そ
の
物
語
性
を
探
る
―
―
前
田
亜
美
安
倍
晴
明
考
神
山
奈
都
子
紀
女
郎
論
〜
紀
女
郎
の
怨
恨
歌
〜
棚
田
輝
嘉
ゼ
ミ
有
賀
香
織
心
の
闇
―
―
乙
一
の
描
く
恐
怖
の
世
界
―
―
小
野
寺
真
純
君
に
代
わ
っ
て
お
し
お
き
よ
！
〜
漫
画
に
お
け
る
戦
闘
少
女
達
〜
菅
野
由
香
里
伊
坂
幸
太
郎
の
祈
り
―
―
生
と
死
を
見
つ
め
る
―
―
喜
多
優
理
a
m
an
of
heart
〜
東
野
圭
吾
が
描
く
人
情
家
〜
北
川
奏
美
A
rt−
School
木
下
理
樹
歌
詞
研
究
―
―
「
鬱
ロ
ッ
ク
」
の
魅
力
と
は
―
―
―１８４―
小
関
桃
李
ロ
コ
コ
な
コ
コ
ロ
―
―
洋
服
か
ら
み
る
嶽
本
野
ば
ら
乙
女
論
―
―
須
田
彩
夏
陸
へ
、
墜
ち
る
―
―
森
博
嗣『
ス
カ
イ
・
ク
ロ
ラ
』の
世
界
―
―
谷
今
日
子
マ
ン
ガ
に
描
か
れ
た
現
代
文
化
―
―
時
代
背
景
と
変
化
―
―
辻
真
梨
乃
寺
山
修
司
論
―
―
「
私
」
を
形
成
す
る
も
の
―
―
西
本
未
季
す
み
ま
せ
ん
、
た
だ
の
構
っ
て
ち
ゃ
ん
で
す
―
―
金
原
ひ
と
み
が
描
く
普
通
の
女
の
子
―
―
仁
平
瑞
希
愛
の
か
た
ち
、
受
け
継
が
れ
る
ま
な
ざ
し
―
―
小
川
未
明
が
描
い
た
母
親
像
―
―
羽
鳥
菜
津
美
現
実
と
小
説
に
生
き
る
―
―
市
川
拓
司
の
描
く
愛
と
死
―
―
升
井
理
恵
子
ま
ど
さ
ん
の
命
の
み
ち
―
―
死
生
観
の
窓
―
―
渡
邊
瑠
美
子
村
上
春
樹
の
二
つ
の
世
界
―
―
生
と
死
を
め
ぐ
っ
て
―
―
和
田
ア
カ
ネ
東
野
圭
吾
の
献
身
―
―
原
作
と
映
像
の
間
―
―
井
澤
真
弓
そ
し
て
私
た
ち
は
大
人
に
な
る
―
―
宮
部
み
ゆ
き
の
描
く
少
年
少
女
像
―
―
高
橋
彩
夏
青
春
の
バ
イ
ブ
ル
―
―
若
手
女
性
小
説
家
の
小
説
論
―
―
田
宮
梨
沙
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る

萌
え
』
―
―
「
ス
レ
イ
ヤ
ー
ズ
」
は
な
ぜ
萌
え
な
い
の
か
―
―
李
悠
和
在
日
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
―
私
は
何
人
な
の
だ
ろ
う
？
―
―
影
山
輝
國
ゼ
ミ
江
本
未
来
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
研
究
―
―
大
槻
本
と
の
比
較
を
通
し
て
―
―
上
村
佳
美
関
索
の
研
究
―
―
『
花
関
索
伝
』
と
『
三
国
志
演
義
』
を
中
心
に
―
―
綱
島
美
樹
漢
詩
に
お
け
る
『
紫
』
の
表
現
に
つ
い
て
―
―
李
白
と
杜
甫
を
中
心
に
―
―
戸
井
田
理
紗
『
列
女
伝
』
か
ら
見
る
劉
向
の
女
性
観
中
山
真
理
子
孔
子
の
弟
子
た
ち
―
―
『
論
語
』
と
『
史
記
』
に
見
え
る
性
格
の
比
較
考
察
―
―
寺
沢
萌
映
高
杉
晋
作
漢
詩
選
宮
澤
美
佳
秋
瑾
―
―
中
国
女
性
革
命
家
―
―
東
有
美
漢
字
の
成
り
立
ち
―１８５―
―
―
藤
堂
・
加
藤
・
白
川
説
の
比
較
考
察
―
―
栗
原
敦
ゼ
ミ
赤
松
真
也
子
大
江
健
三
郎
研
究
―
―
「
お
か
し
な
二
人
組
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
大
鐘
麻
里
奈
村
上
春
樹
研
究
大
畑
友
里
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
論
〜
「
子
ど
も
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
〜
表
谷
茉
莉
子
向
田
邦
子
研
究
―
―
向
田
邦
子
の
人
生
と
作
品
―
―
鬼
頭
朋
子
宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
論
―
―

通
過
儀
礼

と
し
て
の
物
語
―
―
小
林
明
菜
宮
沢
賢
治
研
究
―
―
音
楽
を
中
心
に
―
―
佐
藤
恵
宮
沢
賢
治
の
造
語
・
命
名
考
―
―
童
話
を
中
心
と
し
て
―
―
宿
谷
裕
美
村
山
由
佳
研
究
鈴
木
麻
未
宮
沢
賢
治
研
究
―
―
銀
河
鉄
道
の
夜
で
見
る
本
当
の
幸
―
―
内
藤
陽
子
宮
沢
賢
治
研
究
―
―
宮
沢
賢
治
童
話
作
品
に
お
け
る
擬
人
に
つ
い
て
―
―
中
西
倫
子
星
新
一
研
究
面
白
さ
の
表
現
方
法
萩
本
綾
子
平
岩
弓
枝
研
究
―
―
「
御
宿
か
わ
せ
み
」
の
世
界
―
―
早
川
記
代
宮
沢
賢
治
研
究
―
―
宮
沢
賢
治
が
抱
く
死
生
観
―
―
原
田
香
織
芥
川
龍
之
介
研
究
―
―
児
童
文
学
作
品
か
ら
見
た
芥
川
龍
之
介
―
―
渡
邊
静
香
太
宰
治
研
究
―
―
太
宰
の
考
え
る
女
性
―
―
渡
邊
友
絵
宮
沢
賢
治
研
究
〜
物
語
か
ら
読
む
、
賢
治
の
働
く
と
は
。
〜
布
施
有
久
子
「
私
の
個
人
主
義
」
に
つ
い
て
―
―
夏
目
漱
石
の
人
間
性
や
価
値
観
に
つ
い
て
の
推
考
―
―
山
本
惠
子
よ
し
も
と
ば
な
な
論
―
―
よ
し
も
と
ば
な
な
の
作
品
世
界
観
―
―
平
島
瑛
里
江
國
香
織
研
究
―
―
江
國
が
描
く
愛
の
か
た
ち
―
―
―１８６―
河
野
龍
也
ゼ
ミ
赤
石
ゆ
き
野
宮
沢
賢
治
の
見
た
銀
河
鉄
道
―
―
銀
河
鉄
道
の
夜
に
見
る
死
と
星
の
関
係
―
―
小
野
さ
お
り
よ
し
も
と
ば
な
な
「
イ
ル
カ
」
論
―
―
女
性
と
い
う
存
在
―
―
木
村
苑
子
太
宰
文
学
に
お
け
る
「
欲
」
―
―
『
人
間
失
格
』
論
―
―
高
橋
真
菜
美
芥
川
龍
之
介
の
童
話
高
橋
み
な
み
金
子
み
す
ゞ
論
―
―
子
供
の
よ
う
な
大
人
の
目
―
―
堤
谷
真
子
太
宰
治
「
お
伽
草
紙
」
―
―
語
る
「
私
」
に
つ
い
て
―
―
南
雲
文
芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」
論
―
―
僕
の
在
る
世
界
／
僕
の
或
世
界
―
―
平
賀
こ
と
み
『
風
の
歌
を
聴
け
』
論
―
―
「
僕
」
と
「
鼠
」
の
二
つ
の
物
語
―
―
前
澤
香
織
中
島
敦
文
学
に
お
け
る
運
命
観
―
―
「
山
月
記
」
を
中
心
に
―
―
松
本
祐
菜
村
上
春
樹
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」
論
―
―
傷
つ
い
た
者
た
ち
の
選
択
―
―
三
石
中
音
江
戸
川
乱
歩
「
押
絵
と
旅
す
る
男
」
論
渡
部
友
美
芥
川
龍
之
介
「
河
童
」
論
渡
部
里
紗
対
話
か
ら
見
い
出
す
活
路
―
―
宮
沢
賢
治
作
品
の
﹇
人
間
﹈
と
﹇
動
物
﹈
―
―
小
林
奈
央
『
深
い
河
』
に
お
け
る
美
津
子
と
信
仰
―
―
神
を
巡
る
美
津
子
・
大
津
の
関
係
―
―
田
代
綾
子
梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」・「
瀬
山
の
話
」
論
横
井
孝
ゼ
ミ
牛
尾
玲
菜
源
氏
物
語
女
性
比
較
論
―
―
藤
壺
宮
・
紫
上
・
女
三
宮
を
中
心
に
―
―
遠
藤
沙
央
理
源
氏
物
語
の
現
代
語
訳
―
―
谷
崎
潤
一
郎
訳
を
中
心
と
し
て
―
―
鷹
野
亜
希
子
紫
式
部
と
そ
の
夫
・
藤
原
宣
孝
平
山
奈
々
江
『
源
氏
物
語
』
女
性
比
較
論
―
―
女
三
の
宮
と
紫
の
上
―
―
村
井
真
理
源
氏
物
語
試
論
―
―
六
条
御
息
所
と
明
石
の
君
―
―
石
川
由
貴
「
紫
式
部
集
と
源
氏
物
語
―
―
源
氏
物
語
に
反
映
さ
れ
た
紫
式
部
の
体
験
―
―
」
―１８７―
山
内
博
之
ゼ
ミ
赤
川
那
甫
接
頭
辞
「
薄
（
う
す
）」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究
浅
見
愛
子
「
か
わ
い
い
」
と
「
か
わ
い
ら
し
い
」
の
使
い
分
け
に
関
す
る
研
究
天
野
佑
希
授
受
補
助
動
詞
を
用
い
た
依
頼
表
現
に
関
す
る
研
究
伊
藤
愛
「
病
気
に
か
か
る
」「
病
気
に
な
る
」「
病
気
を
す
る
」
の
使
い
分
け
に
関
す
る
研
究
荻
原
知
世
「
教
え
る
」「
告
げ
る
」「
伝
え
る
」
の
使
い
分
け
に
関
す
る
研
究
小
山
夕
貴
「
際
立
つ
」「
目
立
つ
」「
引
き
立
つ
」
の
使
い
分
け
に
関
す
る
研
究
佐
藤
希
望
美
漫
画
に
お
け
る
告
白
の
表
現
に
関
す
る
研
究
佐
藤
磨
美
漫
画
の
中
の
幼
児
の
話
し
方
に
関
す
る
研
究
鈴
木
彩
補
助
動
詞
「
す
ぎ
る
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究
鈴
木
佳
奈
「
ゆ
っ
く
り
」「
の
ん
び
り
」「
き
ま
ま
に
」
の
使
い
分
け
に
関
す
る
研
究
中
野
仁
美
「
の
だ
か
ら
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
予
測
文
法
的
研
究
永
井
絵
理
子
間
投
性
終
助
詞
「
サ
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究―
―
群
馬
方
言
と
共
通
語
を
比
較
し
て
―
―
星
な
つ
み
文
末
の
促
音
の
修
辞
的
効
果
に
つ
い
て
松
平
千
夏
「
そ
う
で
す
」
と
「
そ
う
で
す
ね
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究
峰
村
亜
津
早
接
尾
語
「
げ
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究
村
野
緑
「
何
ヲ
」
の
意
味
・
用
法
に
関
す
る
研
究
山
上
聡
美
副
詞
と
受
動
化
の
関
係
に
つ
い
て
小
宮
山
千
聖
日
本
語
教
科
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
彙
の
性
質
に
つ
い
て
―
―
五
味
太
郎
の
絵
本
『
言
葉
図
鑑
』
と
の
比
較
調
査
か
ら
―
―
牧
野
和
夫
ゼ
ミ
内
田
綾
香
日
本
に
お
け
る
中
世
の
十
王
経
の
一
考
察
清
水
麻
衣
近
現
代
の
義
仲
像
の
分
析
を
通
し
て
―
―
義
仲
の
最
期
に
つ
い
て
―
―
高
橋
ひ
か
り
平
重
盛
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
―
―
延
慶
本
を
中
心
に
し
て
―
―
高
見
美
帆
香
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
「
磁
石
」
と
「
ワ
ザ
ハ
―１８８―
ヒ
」
説
話
土
田
知
沙
近
代
以
降
に
お
け
る
平
知
盛
像
中
島
ゆ
い
梶
原
景
時
像
に
つ
い
て
西
羅
真
菜
美
中
世
に
お
け
る
男
色
関
係
―
―
『
台
記
』
を
中
心
に
―
―
松
本
優
香
熊
野
と
『
平
家
物
語
』
宮
川
祐
美
子
平
重
衡
像
矢
島
聡
子
『
新
出
宮
嶋
由
来
記
』
に
つ
い
て
―
―
和
歌
を
中
心
に
考
え
る
―
―
山
越
法
子
酒
呑
童
子
の
生
成
に
お
け
る
諸
問
題
福
嶋
健
伸
ゼ
ミ
青
島
百
合
子
静
岡
方
言
「
ダ
ラ
」「
ラ
」
に
関
す
る
考
察
―
―
共
通
語「
で
し
ょ
う
」と
の
同
異
か
ら
―
―
石
原
佳
永
寂
寥
・
悲
愁
を
表
す
言
葉
の
使
い
分
け
―
―
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
心
細
し
」
と
「
す
ご
し
」
―
―
大
沼
碧
明
治
３０
年
代
小
説
の
一
人
称
表
現
と
文
末
表
現
―
―
世
代
差
か
、
位
相
差
か
―
―
田
中
彩
山
梨
県
国
中
地
方
の
方
言
に
関
す
る
研
究
―
―
「
や
せ
っ
た
い
か
ら
座
っ
て
い
な
さ
い
」
―
―
筒
浦
彩
加
「
心
の
中
で
思
う
」
の
「
心
の
中
で
」
は
冗
長
か
？
―
―
明
治
・
大
正
小
説
と
平
成
小
説
の
違
い
―
―
友
寄
佑
香
「
オ
ホ
シ
」
と
「
オ
ホ
カ
リ
」
―
―
『
今
昔
物
語
集
』
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
相
違
と
は
―
―
内
藤
百
合
子
『
竹
取
物
語
』
の
地
の
文
に
お
け
る
敬
意
表
現
に
関
す
る
研
究
―
―
敬
語
が
使
わ
れ
る
場
合
と
使
わ
れ
な
い
場
合
―
―
長
谷
川
綾
正
徹
本
『
徒
然
草
』
の
送
り
仮
名
山
下
朋
美
西
と
東
の
漫
才
―
―
方
言
に
よ
っ
て
違
い
は
生
ま
れ
る
の
か
―
―
渡
邊
彩
香
八
王
子
方
言
―
―
千
葉
と
山
梨
か
ら
の
影
響
―
―
近
藤
み
ゆ
き
ゼ
ミ
朝
日
美
紀
『
古
今
和
歌
集
』
四
季
歌
の
世
界
石
川
紫
乃
『
古
今
和
歌
集
』『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
厭
世
観
―
―
「
世
」、「
世
の
中
」
を
中
心
に
―
―
―１８９―
岩
崎
瑠
莉
恵
光
源
氏
の
恋
愛
表
現
―
―
和
歌
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―
大
塚
真
梨
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
雨
」
と
「
雪
」
―
―
日
本
的
美
意
識
に
関
す
る
一
考
察
―
―
小
澤
那
菜
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
「
涙
」
と
「
夢
」
―
―
古
今
恋
歌
の
世
界
―
―
加
賀
美
正
恵
『
古
今
和
歌
集
』
論
〜
恋
歌
を
流
れ
る
吉
野
川
〜
熊
谷
愛
美
『
古
今
和
歌
集
』
と
『
伊
勢
物
語
』
周
辺
の
「
ゆ
め
」
五
味
友
理
菜
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
論
―
―
男
歌
と
女
歌
―
―
佐
藤
愛
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
研
究
―
―
「
忘
る
」「
忘
れ
ず
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
平
野
史
枝
『
古
今
和
歌
集
』
涙
歌
論
宮
田
亜
以
美
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
に
見
ら
れ
る
植
物
―
―
平
安
歌
人
は
草
花
に
何
を
託
し
た
の
か
―
―
佐
藤
悟
ゼ
ミ
大
西
優
紀
『
忠
義
水
滸
伝
』
と
『
忠
臣
水
滸
伝
』
加
藤
茜
『
復
讐
奇
談
七
里
浜
』
の
研
究
―
―
一
溪
庵
市
井
に
つ
い
て
―
―
藏
本
彩
桃
太
郎
と
舌
切
雀
―
―
『
桃
太
郎
発
端
説
話
』
を
中
心
に
―
―
小
林
舞
御
伽
草
子
の
研
究
―
―
一
寸
法
師
と
小
男
の
草
子
の
関
係
に
つ
い
て
―
―
小
原
千
佳
「
山
東
京
伝
と
出
版
統
制
」
鈴
木
め
ぐ
み
近
松
門
左
衛
門
の
研
究
―
―
世
話
浄
瑠
璃
の
成
立
―
―
―１９０―
